
早
春
の
爽
や
か
な
風
を
受
け
て

市
民
交
流
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

筑
西
市
誕
生
記
念

応
援
団
事
業

　

５
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
メ
イ
ン
大
会
が
３
月
19
日
開
か
れ
、
約
１
５
０

名
の
参
加
者
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
午
前
10
時
に
市
役
所
を
出
発
、

コ
ー
ス
は
小
貝
川
や
勤
行
川
の
堤
な
ど
、
ア
ル
テ
リ
オ
ま
で
の
約
20
㎞
と
８

㎞
の
２
コ
ー
ス
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
『
頑
張
ろ
う
！
年
な
ん
か
関
係
な

し
』
な
ど
と
書
い
た
紙
を
背
中
の
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
け
歩
き
ま
し
た
。

　

完
歩
し
た
人
に
は
市
名
産
の
『
鳩
杖
最
中
』、
更
に
全
５
回
出
場
し
、
完

歩
し
た
人
に
は
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
明
野
地
区
か
ら
参
加
し

た
木き

し

の

住
野
常
次
（
70
歳
）・
ス
エ
子
（
64
歳
）
さ
ん
夫
婦
は
「
５
回
と
も
２

人
で
完
歩
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
え
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
ま
す
」

市
民
喜
歌
劇

『
こ
う
も
り
』
公
演

筑
西
市
誕
生
記
念

応
援
団
事
業

　

３
月
19
日
午
後
２
時
よ
り
、
市
立
明
野
公
民
館
『
イ
ル
・
ブ

リ
ラ
ン
テ
』
で
、
旧
明
野
町
民
参
加
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
伴
奏
や

演
奏
会
を
企
画
し
て
き
た
、
サ
ラ
室
内
合
奏
団
が
主
催
と
な
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
第
１
回
か
ら
参
加
し

て
い
る
海
老
澤
貴た

か
し

（
桜
川
市
）
さ
ん
が
台
本
と
演
出
を
手
掛
け
、

キ
ャ
ス
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
こ
の
公
演
の
た
め
に
結
成
さ
れ

た
「
合
唱
、
筑
西
市
民
『
こ
う
も
り
』
を
歌
う
会
」・
ス
タ
ッ

フ
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
作
曲
、

筑
西
市
民
手
づ
く
り
の
喜
歌
劇
に
詰
め
掛
け
た
３
０
０
人
を
超

す
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。



特別会計　　302 億 9691.4 万円

国民健康保険事業
老人保健事業　　
公共用地先行取得事業　
公共下水道事業　　　　　
農業集落排水事業　　　　　
八丁台土地区画整理事業　
駐車場事業　　　　　　　
介護保険事業　　　　　　　　
介護サービス事業　　　　

112 億 1167.4 万円
87 億 2077.0 万円

529.7 万円
28 億 8671.1 万円
11 億 7474.6 万円
5億 9744.2 万円
1億 6911.4 万円
54 億 6785.6 万円

6330.4 万円

企業会計 63 億 5079.4 万円
水道事業
（下館）

（関城）

（明野）

（協和）

病院事業

議会費
54,373.3
(1.5%)

総務費
488,619.9
(13.8%)

民生費
961,976.2
(27.2%)

衛生費
337,326.2
(9.6%)農林水産業費

167,890.1
(4.8%)

商工費
26,692.7
(0.8%)

土木費
396,676.0
(11.2%)

消防費
158,734.4
(4.5%)

教育費
487,307.8
(13.8%)

公債費
444,603.1
(12.6%)

その他
8,000.2
(0.2%)

（単位：万円）

地方消費税交付金
104,600.0
(3.0%)

自動車取得税交付金
30,100.0
(0.9%)

市税
1,336,761.4
(37.7%)

地方譲与税
156,000.0
(4.4%)

地方特例
交付金
33,700.0
(1.0%)

地方交付税
665,000.0
(18.8%)

分担金
及び負担金
44,329.2
(1.3%)

国庫支出金
245,244.0
(6.9%)

諸収入
64,123.4
(1.8%)

市債
224,000.0
(6.3%)

その他
94,773.0
(2.8%)

県支出金
153,509.1
(4.3%)

繰入金
328,671.1
(9.3%)

予算総額 719 億 7770.8 万円
　平成 18 年度の筑西市の予算が決まり
ました。予算総額は、719 億 7770.8 万円。
このうち、市の基本的な仕事や市民サービ

スのための一般会計予算は、353 億 3000 万円です。市は、行政改革の推進と財政の健全化を図りなが
ら、筑西市建設計画を基調として、速やかな一体性の確立と地域の均衡ある発展、住民福祉の向上を目
指し、各種施策を積極的に展開していきます。『人と自然、安心して暮らせる共生文化都市』そして『環
境と心と福祉を大切にした生活先進都市』の建設を目指し、市民の誰もが安全で安心して暮らし、郷土
を誇りに思える地域づくりを進めていくための、新年度の予算と主な事業の概要を紹介します。

歳 出歳 入

収益的支出　12億 4277.1 万円
資本的支出　 8 億 8674.9 万円
収益的支出　 3 億 3179.9 万円
資本的支出           9357.8 万円
収益的支出　 3 億 9618.0 万円
資本的支出　 1 億 3275.6 万円
収益的支出　 2 億 8590.8 万円
資本的支出　 1 億 3815.0 万円

収益的支出　27 億 5588.9 万円
資本的支出           8701.4 万円

平成 18 年度　筑西市の予算と事業のあらまし

『人と自然、安心して暮らせる共生文化都市』
環境と心と福祉を大切にした、
生活先進都市づくりを目指して

一般会計 353 億3000 万円

使用料
及び手数料
52,188.8
(1.5%)

労働費
800.1
(0.0%)

２



財
政
ひ
と
こ
と
用
語
集
（
２
ペ
ー
ジ

グ
ラ
フ
の
解
説
）

歳
入
編

【
市　

税
】
と
は
…
皆
さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
。
そ
の
主
な
も
の
は
市
民

　

税
・
固
定
資
産
税
な
ど
で
す
。

【
地
方
譲
与
税
】
と
は
…
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
税
の
一
部
を
市
に
配
分

　

す
る
も
の
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】
と
は
…
国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
・
た

　

ば
こ
税
）
の
一
部
を
市
に
配
分
す
る
も
の
。
自
治
体
が
自
由
に
使
え
ま
す
。

【
国
庫
支
出
金
】
と
は
…
市
が
行
う
公
共
事
業
な
ど
に
必
要
な
お
金
の
一
部

　

ま
た
は
全
部
を
国
が
補
助
金
な
ど
と
し
て
交
付
す
る
も
の
。

【
市　

債
】
と
は
…
市
の
財
源
不
足
を
補
っ
た
り
、
特
定
の
支
出
に
充
て
る

　

た
め
の
長
期
借
入
金
で
す
。

歳
出
編

【
議
会
費
】
と
は
…
市
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。

【
総
務
費
】
と
は
…
市
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
、
市
の
内
部
管
理
な
ど

　

の
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】
と
は
…
障
害
者
や
お
年
寄
り
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
、
子
育
て

　

環
境
の
充
実
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
衛
生
費
】
と
は
…
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
、
保
健
・

　

医
療
・
環
境
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
労
働
費
】
と
は
…
勤
労
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
の
事
業
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】
と
は
…
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
生
産
基

　

盤
整
備
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
商
工
費
】
と
は
…
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
観
光
振
興
の

　

た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
土
木
費
】
と
は
…
道
路
、
橋
、
河
川
、
公
園
な
ど
社
会
資
本
の
整
備
の
た

　

め
の
事
業
費
で
す
。

【
消
防
費
】
と
は
…
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る
消
防
活
動
費
で
す
。

【
教
育
費
】
と
は
…
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
充
実
、
芸
術
・
文
化
・

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
公
債
費
】
と
は
…
市
債
の
元
利
支
払
い
の
た
め
の
金
額
と
一
時
借
入
金
の

　

利
子
の
合
計
で
す
。

〔
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
〕

　

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
施
策
推
進
の

た
め
に
、
市
民
参
加
の
も
と
、
総
合

的
な
福
祉
施
策
の
指
標
と
な
る
『
地

域
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

〔
児
童
福
祉
対
策
事
業
〕

 
『
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
』
に
基
づ
き
延
長
保
育
や
乳
児

保
育
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
や
放
課
後

児
童
対
策
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
支
給
対
象
が
小
学
生
修
了
ま

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

３
６
１
億
６
３
１
９
・
９
万
円

で
に
拡
大
さ
れ
る
児
童
手
当
の
適
切

な
制
度
運
営
を
図
り
ま
す
（
１
０
億

２
１
２
７
・
２
万
円
）。

〔
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
〕

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
を
包
括
的
・

継
続
的
に
行
う
機
関
と
し
て
『
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
、

介
護
保
険
事
業（
５
０
億
３
２
１
７
・

７
万
円
）
の
ほ
か
、
介
護
予
防
事
業

（
３
１
１
７
・
３
万
円
）
や
包
括
的
支

援
事
業
・
任
意
事
業
（
６
９
３
２
・

８
万
円
）
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
保
健
事
業
〕

　

新
生
児
の
全
戸
訪
問
を
目
指
す
な

ど
、
母
子
保
健
事
業
（
３
０
９
９
万

円
）
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
事
業
（
２
億

３
５
５
２
・
４
万
円
）を
推
進
し
ま
す
。

〔
市
民
病
院
事
業
〕

　

医
療
水
準
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
医
師
の
確
保
、
看
護
職
員
の

適
正
配
置
に
努
め
ま
す
（
２
８
億
４

２
９
０
・
３
万
円
）。
ま
た
、
経
営
改

善
に
つ
い
て
は
、『
市
民
病
院
の
あ

り
方
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
』
に

お
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〔
国
民
健
康
保
険
事
業
〕

　

健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
適
正
な
運
営
に
努
め

ま
す
（
１
１
２
億
１
１
６
７
万
円
）。

18 年度予算と事業の概要

▲関城保健センターの離乳食教室。
　各保健センターでは、市民の健
　康づくりや子育てを支援します。

３



〔
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
事
業
〕

　

関
城
・
明
野
・
協
和
地
域
で
、
霞
ヶ

浦
用
水
建
設
事
業
を
推
進
し
ま
す

（
１
億
７
６
６
４
万
円
）。

〔
農
業
関
係
〕

　

ほ
場
や
農
道
、
排
水
路
の
整
備
な

ど
を
実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
を
図
り
ま
す
。
認
定
農
業
者
や
集

落
営
農
組
合
な
ど
の
担
い
手
の
育
成

に
努
め
ま
す
。
産
地
間
競
争
を
意
識

し
た
農
畜
産
物
の
生
産
を
振
興
す
る

た
め
の
新
た
な
『
農
業
振
興
計
画
』

を
策
定
し
ま
す
。

〔
商
工
振
興
事
業
〕

　

商
工
会
議
所
や
各
商
工
会
を
は

〔
学
校
教
育
の
充
実
〕

　

子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る
凶
悪

な
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
安

心
し
て
通
園
や
登
下
校
が
で
き
る
地

域
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。　

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
へ
の
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
や
、
図
書
館
と
学
校
図

書
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
、
快
適

な
学
校
情
報
化
を
進
め
ま
す
（
３
９

４
３
万
円
）。
平
成
19
年
度
全
入
学

児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
支
給
し
ま
す

（
７
９
４
万
円
）。
明
野
中
学
校
（
８

億
５
６
７
３
・
７
万
円
）
と
川
島
小

学
校
体
育
館
の
建
て
替
え
（
繰
越
事

業
）
を
行
い
ま
す
。

〔
生
涯
学
習
の
推
進
〕

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
美
術
館
、
公

民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を
活
用
し
、

充
実
し
た
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

ク
セ
ス
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
50
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
や

小
貝
川
の
堤
防
改
修
等
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
国
・

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〔
区
画
整
理
〕

　

八
丁
台
で
行
わ
れ
て
い
る
土
地
区

画
整
理
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し

ま
す
（
５
億
９
７
４
４
万
円
）。

〔
地
域
防
災
計
画
の
策
定
〕

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
構
築

す
る
た
め
、
地
震
災
害
対
策
と
水
害

対
策
を
個
別
で
構
成
す
る
新
た
な
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

〔
防
犯
活
動
の
推
進
〕

『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
』

に
基
づ
き
、
警
察
署
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
犯
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
公
共
下
水
道
事
業
〕

　

鬼
怒
小
貝
及
び
・
小
貝
川
東
部
流

域
下
水
道
関
連
事
業
や
、
川
島
フ

レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
な
ど
を
推
進
し
供

用
開
始
区
域
の
拡
大
を
図
り
ま
す

（
２
８
億
８
６
７
１
万
円
）。

〔
公
営
住
宅
整
備
〕

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
取
り
入
れ
た

み
ど
り
町
の
沖
田
住
宅
建
設
継
続

事
業
の
２
年
目
（
１
棟
15
戸
）
を
進

め
ま
す
。

〔
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
〕

　

国
の
合
同
庁
舎
の
今
秋
完
成
予
定

に
合
わ
せ
た
街
区
道
路
や
公
園
等
の

整
備
、
中
心
市
街
地
へ
の
交
通
ア
ク

セ
ス
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
中

島
・
富
士
見
町
線
と
、
中
島
・
西
榎

生
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〔
道
路
網
の
整
備
〕

　

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

筑
西
幹
線
道
路
の
一
本
松
・
茂
田
線

（
２
億
７
０
０
万
円
）
や
、
倉
持
・

東
石
田
線
（
５
２
０
０
万
円
）
の
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
の
進

入
路
（
３
０
０
０
万
円
）、
教
育
文

化
施
設
へ
の
連
絡
道
路
、
勝
宮
・
中

根
線
な
ど
、
主
要
幹
線
道
路
と
の
ア

じ
め
関
係
団
体
と
十
分
に
連
携
し
て
、

中
小
企
業
の
経
営
支
援
に
努
め
ま
す

（
６
８
２
１
万
円
）。
市
観
光
協
会
へ

の
団
体
や
企
業
等
の
加
入
を
促
進
し

ま
す
。

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

３
６
億
１
９
０
１
・
９
万
円

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

９
億
９
５
２
４
・
９
万
円

市
民
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
学
び
交
流
す
る
ま
ち

３
３
億
５
４
３
５
・
３
万
円

▼平成 17 年８月に開通
　舟生・関本下間延長約 4.3 ㎞

▲

特
産
物
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

４

18 年度予算と事業の概要



市政メモ５

■更正保護女性会筑西市分区連合会が設立総会

　２月16日、アルテリオで、更正保護女性会筑
西市分区連合会の設立総会が行われました。総
会では、連合会規約が議決され、会長の石

いし

島
じま

千
ち

代
よ

香
か

さん（直
なお

井
い

）など役員が選出されました。

■市職員による子ども安全パトロールを開始

　

　市は、２月22日から、子ども安全パトロール
を開始しました。これは、事件・事故から子ども
たちを守るため、市職員が交代で公用車による
巡回パトロールをて行うもの。小中学校の休校日
を除き、下校時間にあわせて実施しています。
■ことぶき荘老人ホームを下館鮨商組合が訪問

　

　３月７日、ことぶき荘老人ホーム（中
なか

舘
だて

）を下
館鮨商組合が訪問。持参した食材ですしを握り、
入所中のお年寄り49人に振る舞いました。

■宝くじ収益を地域コミュニティに
　平成 17 年度自治宝くじ助成事業の援助を受
け、田町自治会が子供用神輿を整備しました。こ
れは、自治総合センターが、地域コミュニティの
健全な発展と宝くじの普及広報のため、宝くじの
受託事業収入を財源として助成しているものです。

〔
市
の
木
・
花
・
鳥
〕
の
制
定

　
『
さ
く
ら
』・『
な
し
の
は
な
』・『
コ

ス
モ
ス
』・『
つ
ば
め
』
を
制
定
し
ま

し
た
。
市
の
木
・
花
・
鳥
を
活
か
し

た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

〔
環
境
保
全
〕

　
『
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
』

を
策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
抑
制
す
る
事
業
を
進
め
ま
す
。
産

業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
土
砂
等
の

無
許
可
埋
め
立
て
等
の
早
期
発
見
や

早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。

〔
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
〕

豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

９
２
億
７
２
１
７
・
６
万
円

連
携
と
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

１
０
億
８
６
６
２
万
円

〔
合
併
記
念
事
業
〕

　

筑
西
市
誕
生
１
周
年
記
念
と
し
て
、

全
国
放
送
公
開
番
組
の
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
』
を
招
致
し
、
本
市
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
（
５
９
３
万
円
）。

〔
筑
西
市
総
合
計
画
の
策
定
〕

　
『
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
』
等
を

は
じ
め
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
魅

力
的
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
（
１
１
５
６
万
円
）。

〔
行
政
改
革
の
推
進
〕

　

地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
組
織
と

す
る
た
め
、
行
政
改
革
懇
談
会
等
に

よ
り
広
く
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
、

新
た
な
『
行
政
改
革
大
綱
』
を
策
定

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
公
共
交
通
対
策
〕　　
　
　
　
　
　

　

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
市

民
の
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
ま
す
（
２
５
２
万
円
）。　
　
　

〔
つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
〕　　

　

フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
の
早
期
操

業
開
始
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
し

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

〔
大
学
等
誘
致
〕

　

市
の
教
育
文
化
の
高
揚
と
活
性
化

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の一部

を
補
助
し
ま
す（
５
２
４
５
・
５
万
円
）。

〔
農
業
集
落
排
水
事
業
〕

　

竹
島
、
関
城
東
、
協
和
北
第
三
の

各
地
区
で
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
供
用
を
開
始
し
て
い
る
23
地
区

に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
（
１
１
億
７
４
７
４
万
円
）。

〔
ご
み
対
策
〕

　

ご
み
の
減
量
化
、
省
資
源
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
筑

西
広
域
事
務
組
合
等
と
連
携
し
、
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。



陶
聖
・
板
谷
波
山
先
生
を
偲
び

　

筑
西
市
出
身
の
陶
芸
家
・
板い

た

谷や

波は

山ざ
ん

（
明
治
５
年
〜
昭
和
38
年
、
名

誉
市
民
・
文
化
勲
章
受
章
者
）
の
誕
生
日
に
あ
た
る
３
月
３
日
、
ア
ル

テ
リ
オ
で
、第
３
回
『
波
山
の
夕
べ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

波
山
に
つ
い
て
語
り
あ
お
う
と
、市
民
グ
ル
ー
プ
『
下
館
・
時
の
会
』（
会

長
＝
一い

ち

木き

努つ
と
む

さ
ん
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
の
テ
ー
マ

は
『
金
沢
の
波
山
』。
波
山
が
石
川
県
工
業
学
校
（
現
、
石
川
県
立
工

　
　

下
館
・
時
の
会
が
『
波
山
の
夕
べ
』
を
開
催　

業
高
等
学
校
）
教
諭
と
し
て
木
彫
や
陶
芸
を

教
え
て
い
た
時
代
（
明
治
29
年
〜
36
年
）
に

焦
点
を
あ
て
、
現
在
同
校
教
諭
で
陶
芸
担
当

の
濱は

ま

岸ぎ
し

勝か
つ

義よ
し

さ
ん
と
波
山
研
究
の
第
一
人
者

で
出
光
美
術
館
学
芸
員
の
荒あ

ら

川か
わ

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
が
、

「
波
山
に
と
っ
て
金
沢
は
、
本
格
的
に
陶
芸
の

研
究
を
始
め
た
大
切
な
場
所
」
な
ど
と
解
説
、

大
勢
の
来
場
者
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

▲マイクを持って金沢時代の波山を語る濱
岸勝義さん、その右に荒川正明さん。写真
左端は波山の孫にあたる村田あき子さん。

▲展示された波山作の徳利（金沢時代の作品）。

主演の大地康雄さんが市を訪問
映画『恋するトマト』公開決定

　「地元筑西市の皆さんに、ぜひ観ていただ
きたい」。２月20日、俳優の大

だい

地
ち

康
やす

雄
お

さん  
（54 歳）が市役所を訪れ、映画 『恋するトマ
ト  クマインガバナー』公開を冨山省三市長
に報告しました。旧協和町などで撮影され、
大地さん自らが企画・脚本・総指揮・主演
などを務めた同映画は、茨城県で農業を営
む主人公を通じ、現代農業の課題や重要
性、国境を越えた愛などを描く作品。５月13
日から県内映画館で公開される予定です。

村田小３年 大和田鈴
れい

奈
な

さん
火防ポスターで最優秀賞

　茨城県幼少年婦人防火委員会主催によ
る『第 23 回火災予防ポスターコンクー
ル』で、大和田鈴奈さんが小学生低学年
の部で最優秀賞に輝き、２月 21 日、茨
城県庁で同委員会会長の橋本知事より表
彰されました。「火事になって大変だ！
と、お母さんの驚いている様子を、イン
パクトを出すために色合いを工夫して描
きました。受賞できるとは思ってなかっ
たのでとっても嬉しいです」

６まちの話題



■近代陶磁器にみる東と西
　５月21日(日)まで　月曜休館
　泉屋博古館分館  〔港区六本木 TEL03(5777)8600〕
　入場料＝一般520円　学生 310円　未就学児無料
　内　容＝板谷波山『葆光彩磁珍花文花瓶』（国重要文
　　　　  化財）などの作品を展覧
　◇講演会 『板谷波山 大正時代の作風展開を中心に』
　　４月29日（土）午後 2時より
　　講師＝出光美術館学芸員　荒川正明氏

■所蔵品展『再興日本美術院の画家たち』
　４月24日(日)まで　月曜休館
　茨城県天心記念五浦美術館  〔北茨城市TEL0293(46)5311〕
　入場料＝一般180円　高大生110円　小中生80円
■中丸三千繪 ソプラノ・リサイタル
　４月22日( 土 ) 午後５時開演
　結城市民文化センターアクロス 〔結城市TEL(33)2001〕
　入場料＝Ｓ席 7,000円　Ａ席 6,000円 
　　　　 ※学生は各 1,000円引

おでかけガイド 広域情報

１歳のお誕生おめでとう

渡邉 碧泉ちゃん
4 月 23日生（西方）

塚田 秦多くん
4 月 23日生（細田）

竹澤 廉太くん
4 月 25日生（木戸）

篠﨑 ひかりちゃん
4月25日生（藤ケ谷）

尾見 綾菜ちゃん
4 月 23日生（筑瀬）

飯島 麻加ちゃん
4 月 23日生（直井）

田 ひかりちゃん
4 月 22日生（門井）

山本 一真くん
4月26日生（久地楽）

山中 太晃くん
4月26日生（海老ケ島）

岡村 翔洋くん
4 月 26日生（知行）

深見 桃花ちゃん
4 月 25日生（稲野辺）

平成 17年 6月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真の裏面に、①お子さんの氏名・生年月日・性別、②保護者の氏名・
郵便番号・住所・電話番号を明記のうえ、4月 28日（金）までに市広報広聴課広報係へ。応募者多数の場合は抽選といたします。

丸山 陽己くん
4 月 27日生（玉戸）

酒寄 蘭ちゃん
4 月 21日生（岡芹）

小島 菜摘ちゃん
4月21日生（嘉家佐和）

杉本 千絵莉ちゃん
4 月 22日生（荒町）

浦井 愛莉ちゃん
4 月 22日生（小栗）

堀江 翔くん
4 月 19日生（玉戸）

仲野 桜香ちゃん
4月18日生（関本上）

高岡 莉菜ちゃん
4 月 16日生（幸町）

古橋 平雅くん
4 月 13日生（鷺島）

浅野 真央ちゃん
4 月 11日生（岡芹）

鈴木 乙華ちゃん
4 月 16日生（小川）

屋野 和樹くん
4 月 15日生（小栗）

染谷 陽樹くん
4 月 9日生（幸町）

小倉 幸成くん
4月9日生（みどり町）

安藤 綾音ちゃん
4 月 9日生（旭町）

桜井 優真くん
4 月 6日生（下川島）

米川 琴々呂ちゃん
4 月 5日生（茂田）

齊藤 陽くん
4 月 8日生（伊佐山）

佐藤 成真くん
4 月 6日生（小栗）

宮田 結桜ちゃん
4 月 4日生（下中山）

川田 桃叶ちゃん
4 月 4日生（西方）

木城 光稀くん
4 月 2日生（谷永島）

篠﨑 優那ちゃん
4 月 28日生（桑山）

海老澤 幸来くん
4 月 28日生（三郷）

おでかけガイド／わが家のアイドル７



　３月 10 日、市内の中学校で卒
業式を挙行。７校あわせて 1,158
人が、３年間の思い出を育んだ
母校に別れを告げました。
　関城中学校では 174 人が卒業。
式典の最後で『仰げば尊し』を
斉唱すると、感極まって涙する
卒業生の姿が見られました。

万感の思いを胸に
『仰げば尊し』

スナップ

人 ひと

　
「
小
学
校
の
学
習
発
表
会
の
時
に
は
、
通

常
、
ク
ラ
ス
で
勉
強
の
で
き
る
子
が
良
い
役

を
や
り
ま
す
。
私
は
、
舞
台
の
後
方
で
、
し

か
も
台
詞
が
少
な
い
『
お
山
の
杉
の
子
』
役

で
す
。
終
了
し
た
時
に
見
知
ら
ぬ
お
母
さ
ん

か
ら
「
台
詞
が
２
か
所
し
か
無
か
っ
た
け

ど
、
そ
の
間
も
工
夫
し
て
い
ま
し
た
ね
。
良

か
っ
た
で
す
よ
」
と
、
ほ
め
ら
れ
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

原
因
で
、
い
つ
も
『
ぼ
ー
っ
と
』
し
て
い
た

私
が
、
そ
の
後
演
劇
ク
ラ
ブ
に
入
り
６
年
生

の
時
に
は
主
役
を
や
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

が
あ
る
の
で
、
我
が
子
の
発
表
会
に
は
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
は

ほ
め
て
や
り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
広
告
代

理
店
、
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
な
ど
を
経
て
本
格
的
な
執
筆
活
動
を

開
始
。
２
０
０
１
年
に
は
第
１
回
婦
人
公
論

文
芸
賞
を
受
賞
、
直
木
賞
候
補
に
も
な
っ
た

田
口
ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
。
３
月
３
日
、
母
校
の

下
館
小
学
校
で
『
勉
強
の
苦
手
な
私
が
な
ぜ

作
家
に
な
っ
た
か
』
と
題
す
る
講
演
を
し
ま

し
た
。　

「
中
学
生
の
時
に
は
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
す
作
文
を
書
か
さ
れ
ま
し
た
。
ど

う
し
て
私
が
選
ば
れ
た
の
か
と
先
生

に
聞
く
と
「
あ
な
た
に
興
味
が
あ
る

か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

は
敏
感
だ
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。

注
目
し
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る

の
で
す
。
一
生
の
財
産
は
、そ
の
時
々

に
感
受
で
き
る
『
嬉
し
い
、
心
か
ら

楽
し
い
』
と
い
う
体
験
や
記
憶
を
持

つ
こ
と
。
子
ど
も
に
そ
の
体
験
を
さ

せ
て
あ
げ
る
の
が
大
人
の
役
目
で
あ

り
、
務
め
で
す
。
子
ど
も
が
心
か
ら

楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
を
、
大
人
と

し
て
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

子
ど
も
は
、
ほ
め
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る

我
が
子
だ
け
で
な
く
他
の
子
も
ほ
め
て
あ
げ
よ
う

田口ランディさん（神奈川県）

８スナップ／人



９ 市民記者のページ

筑西市誕生から１年間にわたり、このページを担当した
10人の市民記者が、取材や原稿執筆、毎月1回の市
民記者会議、研修などを通じて得た感想を掲載します。

新
市
誕
生
と
い
う
大
き
な
節
目

に
、
市
民
記
者
と
し
て
、
素
晴

ら
し
い
芸
術
・
文
化
・
自
然
・

人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
筑
西
市

の
豊
か
な
文
化
や
恵
ま
れ
た
自

然
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

住
む
人
に
優
し
い
『
調
和
』
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

箱
はこ

守
もり

　まり子
こ

（関舘）

市
民
記
者
と
し
て
貴
重
な
体
験

が
で
き
、
有
意
義
な
１
年
間
で

し
た
。
市
内
に
は
文
化
財
が
多

く
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
学

び
、
ま
ち
に
誇
り
が
持
て
ま
し

た
。
市
民
の
一
体
感
を
図
り
交

流
が
深
ま
る
よ
う
、
子
ど
も
か

ら
お
年
よ
り
ま
で
参
加
で
き
る

市
民
講
座
な
ど
を
開
講
し
、
活

気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 大

おお

嶋
しま

　美
み

智
ち

子
こ

（桑山）

筑
西
市
と
な
っ
て
１
年
。
私
は

下
館
地
域
か
ら
市
民
記
者
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
城
・
明
野
・
協
和
地
域
で
行

わ
れ
て
き
た
、
地
域
密
着
型
の

種
々
の
素
晴
ら
し
い
活
動
を
見

聞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
地
域
の
歴
史
や
活
動
が
、
ど

う
生
か
さ
れ
て
い
く
の
か
、
筑

西
市
の
新
し
い
歴
史
の
証
人
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
わた

辺
なべ

　明
あけ

美
み

（岡芹）

市
民
記
者
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
、
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
や
出

会
い
が
あ
り
、
筑
西
市
の
文
化

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
、
素
晴
ら
し
い
学
び
の
場
、

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
願
っ
て
い
ま
す
。

取
材
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
や
多
く
の
人
と
の
出
会
い
、

美
術
館
視
察
で
の
芸
術
作
品
鑑

賞
な
ど
実
り
あ
る
１
年
で
し

た
。
ま
た
筑
西
の
歴
史
を
訪
ね

た
特
集
で
は
、
数
々
の
史
跡
や

文
化
財
に
触
れ
、
悠
久
の
歴
史

を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
更
な

る
文
化
の
向
上
を
図
り
、
誇
り

と
魅
力
あ
る
筑
西
市
の
歴
史
を

刻
ん
で
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

渡
わた

邉
なべ

　千
ち

代
よ

子
こ

（黒子）

市
民
記
者
の
活
動
を
通
し
て
、

大
変
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
筑
西
市
に
つ
い
て
様
々
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。筑
西
市
に
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
良
い
と

こ
ろ
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の

市
で
生
活
し
て
い
く
中
で
ま
た

何
か
発
見
で
き
る
よ
う
、
市
民

の
ひ
と
り
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
え

田
だ

　亜
あ

希
き

枝
え

（上平塚）

昨
年
度
は
、『
防
災
』
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。「
関

東
大
震
災
へ
の
備
え
は
大
丈

夫
」
と
意
気
込
ん
で
書
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
細
君
の
評
価

は
「
文
字
ば
か
り
多
く
て
読
む

の
に
大
変
」
と
散
々
な
も
の
で

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
自
分
で

も
素
直
に
納
得
。
今
年
は
筑
西

市
の
『
ま
ち
づ
く
り
』
を
取
材

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稲
いな

葉
ば

　寛
ひろし

（中上野）

筑
西
市
誕
生
と
と
も
に
、
市
民

記
者
と
し
て
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材

を
通
し
て
、
市
内
の
名
所
・
旧

跡
か
ら
公
共
施
設
、
そ
れ
を
と

り
ま
く
豊
か
な
自
然
環
境
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
取
り
組

む
市
民
の
姿
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
大
切

に
、
人
に
優
し
い
元
気
な
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

深
ふか

見
み

　恭
きょう

子
こ

（村田）

文
化
財
や
公
共
施
設
を
視
察
し
、

市
内
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
素
晴
ら
し
い
場
所
が
沢

山
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

執
筆
記
事
へ
の
ご
意
見
や
励
ま

し
を
頂
き
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
委
員
と
し
て
参
画

す
る
こ
と
に
な
っ
た
『
市
民
ま

ち
づ
く
り
会
議
』
を
通
じ
、
生

活
し
や
す
い
筑
西
市
の
実
現
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
こ

幡
ばた

　典
のり

子
こ

（羽方）

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
筑
西
市

は
、
人
口
11
万
人
を
超
え
る
大

き
な
ま
ち
に
な
り
ま
し
た
。
新

し
い
市
ゆ
え
に
問
題
点
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
旧
４
市
町
の
特

色
を
生
か
し
た
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
美
し
い
自
然
や
芸
術
分
野

で
の
素
晴
ら
し
い
面
を
持
つ
こ

の
ま
ち
が
、
市
民
の
心
に
根
付

い
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

廣
ひろ

瀬
せ

　住
すみ

子
こ

（玉戸）
小
お

島
じま

　邦
くに

光
みつ

（蓮沼）



▼
総
代
定
数
＝
70
人　

▼
告
示
日
＝
４
月
17

日
（
月
）　

▼
投
票
日
＝
４
月
24
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
３
３
２

　

河
間
土
地
改
良
区　

TEL
　

22
　

７
１
５
７

　

家
庭
ご
み
の
排
出
に
、
市
統
一
の
ご
み
袋

を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

▼
燃
や
せ
る
ご
み
用
の
袋
＝
45
ℓ
・
30
ℓ
の

２
種
類　

▼
燃
や
せ
な
い
ご
み
用
の
袋
＝

30
ℓ
の
１
種
類　

▼
今
後
は
順
次
新
し
い
袋

で
の
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
店
頭
に
出

回
る
の
は
５
〜
６
月
頃
の
予
定
で
す
。
旧
指

定
袋
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
ゴ
ミ
減
量
係　

内
線
２
４
９

　

今
ま
で
茨
城
県
が
交
付
し
て
い
た
身
体
障

害
者
手
帳
を
、
４
月
申
請
分
か
ら
市
が
直
接

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
手

続
き
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係　

内
線
２
２
６

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
５
月
29
日
以

降
、
す
べ
て
の
作
物
と
農
薬
の
組
み
合
わ
せ

に
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ
、
一
律
基
準
等
の

厳
し
い
基
準
値
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
基
準
値

を
超
え
た
場
合
は
食
品
（
農
産
物
）
と
し
て

の
流
通
が
原
則
禁
止
と
な
り
ま
す
。

▼
散
布
前
に
、
散
布
計
画
等
に
つ
い
て
お
互

い
の
連
絡
を
密
に
し
ま
し
ょ
う
。
▼
対
象
作

物
以
外
に
農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
周
辺
の

作
物
を
考
慮
し
、
風
や
散
布
圧
等
に
十
分
な

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。※
飛
散
し
た
場
合
は
、

耕
作
者
に
必
ず
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
園
芸
畜
産
係　

内
線
７
１
２
１　

　

４
月
１
日
よ
り
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入

費
の
補
助
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
安
全
課
交
通
安
全
係　

内
線
２
５
２

　

４
月
１
日
か
ら
下
館
駅
北
・
南
口
自
転
車

駐
車
場
が
次
の
と
お
り
有
料
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
安
全
課
交
通
安
全
係

　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
（
募
集
人
員
・
先
着
順
）
＝
①
４
月

18
日
・
25
日
の
各
火
曜
日　

午
前
11
時
〜
正

午
（
各
10
人
）　

②
４
月
14
日
・
21
日
・
28

日
の
各
金
曜
日　

午
後
８
時
〜
９
時
（
各
10

人
）　

③
４
月
16
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分
（
各
10
人
）
▼
費
用
＝
３
０
０

円
（
当
日
徴
収
）　

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体

育
館　

▼
必
要
品
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
筆
記
用
具　

▼
申
し

込
み
＝
４
月
11
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
で
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ　

▼
１
回

の
申
し
込
み
で
２
人
ま
で
受
付
可

■
問
い
合
わ
せ

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館
総
合
体
育
館
内
）

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

▼
車
両
の
所
有
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
放
置

違
反
金
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
▼
民
間

の
駐
車
監
視
員
が
放
置
駐
車
違
反
の
確
認
を

行
い
ま
す
。
▼
悪
質
・
危
険
・
迷
惑
な
違
反

に
重
点
を
置
き
、
短
時
間
の
放
置
駐
車
も
取

締
り
ま
す
。
▼
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い

と
車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
警
察
本
部
交
通
指
導
課

　

TEL
　

０
２
９
　

３
０
１
　

０
１
１
０

河
間
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙

対
象
作
物
以
外
へ
の
農
薬
の
飛
散

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

筑
西
市
指
定
ご
み
袋

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

下
館
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
利
用
者
講
習
会

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

補
助
廃
止

区　分
定　期　使　用 一時使用

１回
１か月 ３か月 ６か月

一　般
自転車 1,580 4,180 8,360 110

原付
自動二輪車 1,890 5,000 9,990 160

学生等
自転車 1,050 2,730 5,460 110

原付
自動二輪車 1,580 4,200 8,400 160

▼定期使用の申し込み＝北口自転車駐車場管理
事務所で受付しています。（使用料の受け渡しは、
指定管理者に委託してあります）

自
転
車
駐
車
場
が
有
料
に

６
月
１
日
か
ら
違
法
駐
車
の
取
締

り
が
変
わ
り
ま
す
。



11

　

商
工
観
光
課　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
４
月
29
日
（
祝
）
午
前
９
時
〜
午

後
３
時　

▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前　

▼
催
し
物
＝

チ
ャ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
竹
細
工
、
緑

化
相
談
、
植
木
市
、
風
船
・
花
の
種
・
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
無
料
配
布
、
野
菜
の
即
売
、
そ

の
他
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
有
料
公
園
施

設
の
無
料
開
放
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
】

▼
受
付
期
間
＝
４
月
１
日（
土
）〜
20
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

▼
募
集
人
員

＝
１
２
０
組
（
抽
選
受
付
、
業
者
不
可
）　

▼
抽
選
日
＝
４
月
21
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

県
西
総
合
公
園

　

管
理
事
務
所　

TEL
　

57
　

５
６
３
１

▼
日
時
＝
４
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜　

▼
場
所
＝
中
舘
観
音
寺
境
内
（
雨
天
時
は
集

落
セ
ン
タ
ー
）　

▼
催
し
物
＝
舞
踊
、
カ
ラ

オ
ケ
（
飛
び
入
り
可
）、抜
刀
（
試
し
切
り
）、

そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ

　

永
盛　

TEL
　

０
９
０
　

２
６
６
５
　

７
３
２
９

▼
日
時
＝
４
月
14
日
（
金
）
〜
16
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
市
民
会

館
中
会
議
室　

■
問
い
合
わ
せ　

増
渕　

TEL
　

22
　

４
７
１
８

　

４
月
１
日
（
土
）
よ
り
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

自
動
券
売
機
で
購
入
で
き
な
い
き
っ
ぷ
や
定

期
券
、Suica
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
等
は
、
Ｊ
Ｒ

下
館
駅
北
口
み
ど
り
の
窓
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

関
東
鉄
道
下
館
駅  　

TEL
　

24
　

６
０
３
５

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
下
館
駅　
TEL
　

22
　

３
０
５
６

　

筑
西
市
誕
生
１
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

全
国
放
送
公
開
番
組
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
＝
８
月
27
日
（
日
）
生
放
送　

▼
場

所
＝
下
館
総
合
体
育
館
（
上
平
塚
６
２
７
）

※
出
演
者
や
出
場
希
望
者
・
観
覧
希
望
者
の

募
集
方
法
等
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。
決
定

次
第
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
企
画
調
整
係　

内
線
４
８
９

▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

▼
入
場
＝
無
料　

▼
場
所
＝
イ

ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
（
明
野
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

▼
内
容
＝
歌
謡
・
民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
等
の
発
表

■
問
い
合
わ
せ　

　

明
野
公
民
館　

TEL
　

52
　

５
３
３
３　

▼
日
時
＝
４
月
１
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
協
和
公

民
館
ロ
ビ
ー　

▼
内
容
＝
写
真
展　

■
問
い
合
わ
せ　

　

協
和
公
民
館　

TEL
　

57
　

２
５
１
１　

　

未
就
園
児
と
お
母
さ
ん
方
の
子
育
て
情
報

の
交
換
、交
流
や
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん

方
、お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
説
明
会
日
時
＝
４
月
12
日
（
水
）
又
は
13

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
（
約
１
時
間
）　

▼
場
所
＝
あ
け
の
元
気
館
内
検
診
室　

▼
対

象
児
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

■
問
い
合
わ
せ

　

明
野
支
所
福
祉
課
（
あ
け
の
元
気
館
内
）

　

TEL
　

52
　

５
２
５
２　

内
線
１
１
３

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
３
・
４
か
月
児
健

診
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
人
と
絵

本
を
介
し
て
『
あ
た
た
か
く
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
』
を
持
つ
こ
と
を
応
援
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
し
な
が
ら
、
絵

本
が
入
っ
た
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
▼
対
象
者
＝
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降

生
ま
れ
の
乳
児
（
下
館
地
区
に
住
民
登
録
の

人
）
※
こ
の
事
業
は
関
城
、
明
野
、
協
和
地

区
ご
と
に
行
っ
て
お
り
、
今
回
新
た
に
下
館
地

区
が
開
始
し
ま
す
）
▼
場
所
＝
下
館
保
健
セ
ン

タ
ー　

▼
開
始
＝
８
月
17
日
（
木
）
〜　

▼
内
容
＝
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
平
日
（
主
に
木
曜
日
）
午
後
１

時
〜
４
時
、
月
１
回
程
度　

▼
対
象
者
＝
講

習
会
（
第
１
回
目
は
４
月
下
旬
に
予
定
）
に

参
加
で
き
る
18
歳
以
上
の
人　

▼
募
集
人
員

＝
20
名
程
度
（
常
時
募
集
）　

▼
申
込
方
法

＝
申
込
用
紙
（
中
央
図
書
館
、本
庁
市
民
課
、

下
館
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
下
館
地
区
の
公
共

施
設
に
配
置
）
に
記
入
の
う
え
中
央
図
書
館

ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
図
書
館　

TEL
　

24
　

３
５
３
０

▼
日
時
＝
４
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）、
そ
の
他　

▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３

ｍ
×
２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）　

▼
出
店
申
し

込
み
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
平
沢
（
TEL
　

24
　

６
０
０
０
）
へ          

■
問
い
合
わ
せ　
　

下
館
駅
南
口
『
み
ど
り
の
窓
口
』

の
閉
鎖

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
』
筑
西
市
で

開
催
決
定

明
野
公
民
館
桜
ま
つ
り
芸
能
発

表
会

新
春
写
真
展
『
写
楽
彩
と
仲
間

た
ち
』

子
育
て
広
場『
ゆ
う
ゆ
う
く
ら
ぶ
』

説
明
会

『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』
始
め
ま
す

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
開
始
に
伴
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

わ
っ
し
ょ
い
市

春
季
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

大
門
さ
く
ら
ま
つ
り

春
の
山
野
草
展
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▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
と
も
だ
ち
が
ほ
し
か
っ
た

こ
い
ぬ
』
紙
芝
居
『
ぶ
ー
ら
ん
ぶ
ー
ら
ん
た

の
し
い
ね
』、
他

■
問
い
合
わ
せ　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９　

▼
日
時
＝
４
月
27
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼

テ
ー
マ
＝
お
と
も
だ
ち　

▼
内
容
＝
絵
本

『
う
ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か
く
れ
ん
ぼ
』『
99
ひ
き

の
き
ょ
う
だ
い
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
４
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園
（
雨
天
時
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
児
童
館
『
河
童
』）　

▼
対

象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容
＝

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー

ム
、
他　

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
テ
ー
マ
＝
子
ど
も
が
輝
く
魔
法
の
言
葉　

▼
日
時
＝
①
４
月
14
日
（
金
）
協
和
公
民
館

②
４
月
20
日
（
木
）
中
央
図
書
館
和
室　

▼

時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
講
師
＝

（
社
）
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会　

平

石
喜
美
子　

▼
入
場
無
料
・
託
児
あ
り　

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石
ま
で　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

▼
妻
の
肖
像
＝
徳
岡
孝
夫
（
著
）　

90
分
４

本　

▼
エ
ー
ゲ
海
に
捧
ぐ
＝
池
田
満
寿
夫　

90
分
４
本　

▼
生
き
直
す
た
め
の
50
の
小
さ

な
習
慣
＝
中
谷
彰
宏　

90
分
１
本　

▼
六
十

才
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

90
分
３

本　

▼
こ
ん
な
女
房
に
誰
が
し
た
？
＝
綾
小

路
き
み
ま
ろ　

90
分
３
本　

▼
対
象
者
＝
視

覚
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、
視
力
の
落
ち

た
高
齢
者
の
人
な
ど
。  

テ
ー
プ
は
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
で
貸
し
出
し
。

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
対
象
＝
概
ね
65
歳
以
上
の
人　

▼
日
時
＝

５
月
12
日
・
26
日
／
６
月
９
日
・
23
日
／
７

月
７
日
・
21
日
／
８
月
４
日
・
18
日
の
各
金

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

場
所
＝
下

館
総
合
体
育
館
（
研
修
室
）　

▼
内
容
＝
①

身
体
測
定
（
体
重
・
血
圧
・
体
脂
肪
）
②
理

学
療
法
士
に
よ
る
講
話
・
体
操　

▼
講
師
＝

理
学
療
法
士
（
市
民
病
院
）　

▼
募
集
人
員

＝
10
人
程
度　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
準
備
品

＝
運
動
着
・
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
は
不
可
）・

▼
日
時
＝
４
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

小
雨
決
行　

▼
場
所
＝
さ
わ
や
か

ロ
ー
ド
『
一
休
庭
園
』　
（
関
城
西
原
：
日
本

梱
包
隣
り
）
▼
主
催
＝
花
園
の
会
サ
ン
テ
ィ

ア
（
太
陽
＝
サ
ン
＝
の
よ
う
に
光
り
輝
く
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

▼
内
容
＝
芝
桜
無
料
配
布（
２
，０
０
０
ポ
ッ

ト
）、
豚
汁
の
配
布
、
草
花
市
場
と
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト　

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
ア
ン

パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

※
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
市
内
在
住
・
在
勤
者
に
限
る
）

■
問
い
合
わ
せ　

花
園
の
会
サ
ン
テ
ィ
ア

　

齋
藤　

TEL
　

０
９
０

６
９
５
８
　

４
９
２
５

　

筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
が
、
親
子

で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ
る
子
育
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
歳
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

【
会
場
・
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
４
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時　

▼
内
容
＝
読
み
聞
か
せ
『
豊
か
な

感
情
を
育
て
る
』　

▼
募
集
人
数
＝
30
組
程

度　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
11
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

　

下
館
支
部　

関
根　

TEL
　

22
　

５
９
４
８

　
▼
日
時
＝
４
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
月
に
の
ぼ
っ

た
う
さ
ぎ
』、絵
本
『
う
ん
た
ろ
う
さ
ん
』『
う

た
う
た
い
こ
』、
そ
の
他
折
り
紙
あ
そ
び

■
問
い
合
わ
せ

　

読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ
の
会
』

　

中
金　

TEL
　

25
　

０
０
２
８　

▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
の
朗
読
や
紙
芝
居
、
歌
な
ど

楽
し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
し
ま
す
。

絵
本
朗
読
『
い
ね
む
り
さ
か
な
ク
ー
ク
ー
』

『
り
ん
ご
が
ひ
と
つ
』、　

紙
芝
居
『
ち
ょ
う

ち
ょ
ホ
テ
ル
』、
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
４
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室　

▼
内
容

＝
手
人
形『
よ
く
ば
り
な
犬
』、絵
本
朗
読『
も

こ
・
も
こ
も
こ
』、
お
り
紙
あ
そ
び
、
他

■
問
い
合
わ
せ　

　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

第
10
回
芝
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
ぶ
子
育

て
支
援
イ
ベ
ン
ト

読
み
聞
か
せ
（
中
央
図
書
館
）

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

読
み
が
た
り

絵
本
と
ふ
れ
あ
い
会

あ
お
ぞ
ら
保
育

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

朗
読
テ
ー
プ

『
転
倒
骨
折
予
防
教
室
』

第
１
期
生
募
集
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タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
３
日
（
月
）
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

高
齢
福
祉
課
在
宅
高
齢
係　

内
線
２
１
８

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校

生
以
上
の
人　

▼
内
容
＝
入
門
コ
ー
ス　

▼

日
程
＝
５
月
17
日
〜
平
成
19
年
３
月
７
日
の

毎
水
曜
日
・
全
40
回　

午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
（
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
２
階
会
議
室　

▼

募
集
人
員
＝
30
人
程
度　

▼
費
用
＝
テ
キ
ス

ト
代
・
日
本
聴
力
障
害
新
聞
代
実
費
負
担　

▼
申
込
期
限
＝
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

し
５
月
10
日
（
水
）
ま
で
に

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

障
害
福
祉
課
在
宅
障
害
係　

内
線
２
２
５

▼
資
格
＝
看
護
師
等　

▼
雇
用
期
間
＝
平
成

18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日　

▼

時
給
＝
９
５
０
円　

▼
就
業
時
間
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
仕
事
の
内
容

＝
要
介
護
認
定
申
請
者
に
係
る
訪
問
（
聞
き

と
り
）
調
査　

▼
採
用
人
員
＝
２
人

■
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　

調
査
係　

内
線
２
１
４

　

家
庭
で
揚
げ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
『
宮
山
鯉
の
ぼ
り
祭
り
』
で
揚

げ
ま
す
の
で
、
宮
山
公
園
鯉
の
ぼ
り
祭
り
実

行
委
員
会
に
提
供
願
い
ま
す
。
※
場
所
等
の

都
合
に
よ
り
揚
げ
ら
れ
る
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
汚
れ
や
ほ
こ
ろ
び
等
で
揚
げ
ら
れ
な

い
も
の
は
処
理
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
搬
入
＝
４
月
中
旬
ま
で
に
宮
山
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
公
園
ま
で
持
参
願
い
ま
す
。

※
吹
き
流
し
・
５
m
以
上
の
鯉
の
ぼ
り
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
明
野
商
工
会　

TEL
　

52
　

２
５
１
１

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
①
５
月
10
日
（
水
）
こ

ろ
こ
ろ　

ま
て
ま
て　

②
５
月
17
日
（
水
）

シ
ャ
ボ
ン
玉　

と
ん
だ　

③
５
月
24
日（
水
）

バ
イ　

バ
イ　

キ
ィ
〜
ン
！　

▼
時
間
＝
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
募
集
人
員
＝

先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料
▼
申
し
込
み

＝
４
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
電
話
ま
た

は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の

人
は
、
利
用
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

【
一
般
・
技
能
幹
部
候
補
生
】

▼
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
12

日
（
金
）　

▼
応
募
資
格
＝
22
歳
以
上
26
歳

未
満
で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
、
20
歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
平
成

19
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
）
は
28
歳
未
満
（
海
上
技
術
幹
部
候
補

生
は
、理
学
又
は
工
学
課
程
修
了
者
に
限
る
）

▼
給
与
＝
大
学
卒
２
１
３
，３
０
０
円

（
17
年
度
末
現
在
）、
大
学
院
卒
２
３
１
，

２
０
０
円（
17
年
度
末
現
在
）、ボ
ー
ナ
ス
４
．

45
か
月
（
年
）　

▼
試
験
＝
１
次
・
５
月
20

日
（
土
）、飛
行
要
員
は
21
日
（
日
）　

２
次
・

６
月
20
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
）
の
内
指
定

す
る
１
日　

３
次
（
飛
行
要
員
の
み
）・
７

月
20
日
（
木
）
〜
８
日
３
日
（
木
）　

▼
入

隊
時
期
＝
平
成
19
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部

　

筑
西
募
集
事
務
所　

TEL
　

22
　

７
２
３
９

　
▼
応
募
資
格
＝
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で

満
60
歳
以
上
の
人
（
50
歳
代
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
が
、
60
歳
以
上
の
人
が
優
先
と
な

り
ま
す
）　

▼
講
習
期
間
＝
９
月
〜
平
成
19

年
１
月
頃
ま
で　

▼
講
習
日
数
＝
８
日
間

（
週
２
〜
３
回
講
習
を
受
け
、
約
１
か
月
で

修
了
）　

▼
開
催
場
所
＝
茨
城
県
立
健
康
プ

ラ
ザ
（
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３

－

２
）　

▼
費
用
＝
無
料
（
傷
害
保
険
料
４
０
０
円
、

交
通
費
、
昼
食
代
等
は
個
人
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

　

TEL
　

０
２
９
　

２
４
３
　

４
２
１
７

▼
対
象
者
＝
県
内
在
住
の
概
ね
60
才
以
上
の

人　

▼
日
程
＝
５
月
〜
平
成
19
年
２
月　

▼

会
場
＝
①
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
（
水
戸
市

千
波
町
）、
他　

②
下
妻
市
公
民
館
（
本
城

町
）、
他　

▼
講
座
内
容
＝
共
通
講
座
（
一

般
教
養
）
８
日
間
28
時
間
、
選
択
講
座　

⑴

歴
史
・
絵
画
・
陶
芸
・
園
芸
か
ら
１
科
目
選

択
、
会
場
①
で
18
日
間
72
時
間　

⑵
歴
史
・

絵
画
・
陶
芸
か
ら
１
科
目
選
択
、
会
場
②
で

18
日
間
72
時
間　

▼
申
し
込
み
＝
市
高
齢
福

祉
課
備
え
付
け
の
申
し
込
み
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー　

〒
３
１
０

　
　

８
５
８
６　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

　

TEL
　

０
２
９
　

２
４
３

８
９
８
９

　

FAX
　

０
２
９
　

２
４
４

４
６
５
２

▼
対
象
者
＝
16
歳
以
上　

▼
日
程
＝
５
月

10
日
〜
６
月
21
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
７

回
）
午
後
７
時
〜
９
時　

▼
場
所
＝
明
野
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

▼
参
加
費
＝
１
，

５
０
０
円　

▼
公
募
締
切
＝
４
月
30
日（
日
）

※
持
参
物
＝
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

明
野
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ　

　

室
井　

TEL
　

52
　

３
５
３
１

『
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
』
受

講
者
募
集

ア
ル
バ
イ
ト
調
査
員
募
集

『
鯉
の
ぼ
り
』
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

５
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

（
３
級
）
養
成
講
習
会
受
講
者

茨
城
わ
く
わ
く
学
園
生
き
が
い

創
造
課
程

明
野
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
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▼
日
時
＝
５
月
21
日
（
第
３
日
曜
日
）
〜
毎

月
第
１
・
第
３
日
曜
日　

①
午
前
の
部
＝

午
前
10
時
〜
正
午　

②
午
後
の
部
＝
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
募
集
人
員
＝
50
名

（
初
心
者
に
限
る
、
申
し
込
み
多
数
時
は
抽

選
）　

▼
募
集
資
格
＝
市
内
在
住
で
18
歳
以

上
の
人　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
粘
土
代
は
実

費
）　

▼
講
師
＝
宝
野
達
哉
先
生
（
笠
間
市

の
工
房
で
創
作
活
動
中
）　

▼
募
集
期
間
＝

４
月
22
日（
土
）〜
29
日（
土
）※
23
日（
日
）・

24
日
（
月
）
は
休
館
日　

▼
申
し
込
み
＝
窓

口
ま
で
（
電
話
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

協
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

57
　

５
８
２
１

▼
日
時
＝
５
月
〜
９
月
の
毎
月
第
２
・
第
４

火
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼

会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

和
室　

▼
募
集
人
員
＝
10
名　

▼
参
加
費
＝

材
料
費
（
１
回
５
０
０
円
程
度
）　

▼
持
参

物
＝
懐
紙
、
楊
枝
、
扇
子
、
袱
紗
（
持
っ
て

い
る
人
）　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
７
日
（
金
）

〜
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
５
月
〜
９
月　

①
昼
（
龍
生
派
）

＝
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

②
夜
（
池
坊
）
＝
毎
月
第

１
・
第
３
金
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８
時　

▼

会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
員
＝
20
名　

▼
参

加
費
＝
材
料
費
（
１
回
１
，０
０
０
円
程
度
）

▼
持
参
物
＝
花
ば
さ
み
、
花
包
、
エ
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
７
日（
金
）

〜
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

　

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
社
会
参
加
活
動

や
趣
味
と
教
養
の
充
実
活
動
に
興
味
の
あ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で

昭
和
21
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人　

▼

活
動
＝
月
１
回
程
度
▼
場
所
＝
市
内
各
公
民

館
（
旧
下
館
地
区
旧
市
内
の
人
は
、
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）　

▼
申
し
込
み
＝

４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
下
館
地
区
各
公
民

館
、
関
城
地
区
各
公
民
館
、
明
野
公
民
館
、

協
和
公
民
館
へ
（
旧
下
館
地
区
旧
市
内
に
お

住
ま
い
の
人
は
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

　

タ
ー　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

　

女
性
の
新
し
い
役
割
を
達
成
す
る
た
め
自

主
的
な
地
域
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
下
館
地
区
在
住
で
昭
和
61
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人　

▼
期
間
＝
４
月

〜
平
成
19
年
３
月
（
月
１
回
程
度
）　

▼
場

所
＝
各
公
民
館　

▼
内
容
＝
女
性
の
社
会
参

加
、
健
康
管
理
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
学
習
と
実
践　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
各
公
民
館
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

電話

23ｰ1616

25 ｰ1794

28 ｰ5604

25 ｰ1790

25 ｰ1452

22 ｰ6130

25 ｰ1887

25 ｰ1434

22 ｰ6132

22 ｰ6131

会　場

しもだて地域交流センター

伊 讃 公 民 館

川 島 公 民 館

竹 島 公 民 館

養 蚕 公 民 館

五 所 公 民 館

中 公 民 館

河 間 公 民 館

大 田 公 民 館

嘉 田 生 崎 公 民 館

▼
日
時
＝
４
月
〜
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
屋
外
ス
ケ
ッ
チ
も

含
む
）　

▼
場
所
＝
伊
讃
公
民
館　

▼
内
容

＝
郊
外
ス
ケ
ッ
チ
・
作
品
作
成　

▼
特
別

講
師
＝
横
山
浩
也
先
生　

▼
年
会
費
＝
４
，

０
０
０
円
（
若
干
の
変
更
有
り
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

版
画
・
水
彩
画
講
座
『
せ
せ
ら
ぎ
』

　

武
藤　

TEL
　

28
　

１
４
２
７

▼
期
間
＝
４
月
〜　

▼
基
礎
講
座
＝
初
心
者

対
象
15
人
程
度
、
第
１
日
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
５
時　

▼
創
作
講
座
＝
経
験
者
対
象

第
３
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
５
時　

▼
自

主
講
座
＝
会
員
の
自
由
参
加　

第
２
土
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
９
時　

▼
会
費
＝
入
会
金

２
，０
０
０
円　

年
会
費
１
０
，０
０
０
円

▼
会
場
＝
大
田
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
洋
画
会

　

村
上　

TEL
　

24
　

０
９
６
３

▼
参
加
資
格
＝
16
歳
以
上
、
高
齢
者
歓
迎

▼
開
催
日
程
＝
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
説
明
会
＝
４
月
18
日

（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時　

▼
場
所
＝
関
本

公
民
館
大
ホ
ー
ル　

▼
参
加
費
＝
無
料
（
用

具
実
費
）　

申
込
期
限
＝
４
月
７
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

外
山　

TEL
　

37
　

６
６
７
２

　

関
本
公
民
館　

TEL
　

37
　

６
６
２
６

▼
講
座
日
程
＝
５
月
６
日
〜
平
成
19
年
３
月

３
日
の
毎
月
第
１
土
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３

時　

▼
内
容
＝
古
典
を
学
ぶ
、
研
修
旅
行
、

そ
の
他　

▼
講
師
＝
板
谷
良
平
先
生　

▼
人

員
＝
制
限
な
し　

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図
書

館　

▼
年
会
費
＝
６
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

日
向
野　

TEL
　

24
　

３
２
２
８

▼
講
座
日
程
＝
５
月
６
日
〜
平
成
19
年
３
月

３
日
の
毎
月
第
１
土
曜
日
、
午
後
３
時
15
分

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集

地
域
交
流
茶
道
教
室
（
裏
千
家
）

地
域
交
流
華
道
教
室
（
昼
・
夜
）

高
齢
者
学
級
生
募
集

女
性
学
級
生
募
集

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
洋
画
会
講
座
生
募
集

『
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
』
教
室
参
加
者
募
集

古
典
講
座
生
募
集

漢
文
学
講
座
生
募
集

版
画
・
水
彩
画
講
座
『
せ
せ
ら
ぎ
』

講
座
生
募
集



Information

15

様
（
一
本
松
）　

歯
ブ
ラ
シ
３
０
０
本　

▼

市
社
会
福
祉
協
議
会
協
和
支
所
へ
＝
清
水
輪

業
様
（
小
栗
）　

中
古
車
椅
子
１
台　

▼
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
＝
竹
島
小
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
会
様　

プ
ラ
ン
タ
ー
鉢
植
え

５
鉢　

▼
こ
と
ぶ
き
荘
老
人
ホ
ー
ム
へ
＝

下
館
巴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様　

タ
オ
ル

１
２
５
本　

▼
む
つ
み
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
＝
下
館
巴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様　

タ
オ
ル
１
２
５
本　

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
し
ら
と
り
へ
＝
下
館
巴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
様　

タ
オ
ル
１
２
７
本　

〜
４
時
30
分　

▼
講
師
＝
板
谷
良
平（
本
人
）

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図
書
館　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

板
谷　

TEL
　

22
　

４
７
１
３

　

未
就
園
の
幼
児
と
保
護
者
が
集
い
、
交
流

す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

▼
内
容
＝
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
読
み
聞
か
せ
、
工

作
、
芋
ほ
り
、
他　

▼
年
会
費
＝
親
子
１

組
２
，５
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）　

▼
場
所

＝
川
島
公
民
館　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
25
日

（
火
）
午
前
10
時
か
ら
川
島
公
民
館
で
行
う

開
級
式
で

■
問
い
合
わ
せ　

　

川
島
親
子
ク
ラ
ブ
『
小
さ
な
部
屋
』　

　

藤
川　

TEL
　

28
　

５
３
８
６

　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】
▼
日
時
＝
４
月
27
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１

階
会
議
室　

▼
相
談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼

相
談
員
＝
弁
護
士　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予

約
要
。
４
月
17
日
（
月
）
の
午
前
９
時
か
ら

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　

【
人
権
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
４
月
27
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午　

関
城
支
所
３
階

委
員
会
室
／
４
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

３
時　

市
民
会
館
１
階
会
議
室　

▼
相
談
員

＝
人
権
擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】
▼
日
時
・
会
場
＝
４
月
27
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午　

関
城
支
所
３
階

委
員
会
室
／
４
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

３
時　

市
民
会
館
１
階
会
議
室　

▼
相
談
員

＝
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）

＊
人
権
・
行
政
相
談
の
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線　

２
０
０
・
２
０
１

▼
日
時
＝
①
４
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分　

場
所
＝
市
民
病
院　

②
４
月
７
日
（
金
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分　

場
所
＝
ジ
ョ
イ
フ
ル
山
新
下
館
店

③
４
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

30
分　

場
所
＝
関
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

④
４

月
28
日
（
金
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分　

場
所
＝
筑
西
市
役
所

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　

　

保
健
推
進
課　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

▼
対
象
者
＝
昭
和
50
年
〜
52
年
に
生
ま
れ
た

人
で
、
次
の
時
期
に
該
当
す
る
人
が
原
則

①
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航
す
る
時

期　

②
出
生
年
に
該
当
す
る
人
の
子
が
ポ
リ

オ
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期

▼
日
程
＝
４
月
５
日
・
５
月
17
日
・
６
月
７

日
・
７
月
５
日
・
８
月
２
日
・
９
月
６
日
・

10
月
４
日
・
11
月
１
日
・
12
月
６
日
・
１
月

17
日
・
２
月
７
日
・
３
月
７
日
の
毎
月
第
１

水
曜
日
、
た
だ
し
、
５
月
と
１
月
は
祝
祭
日

と
重
な
る
た
め
変
更
有
り　

▼
受
付
時
間
＝

午
後
２
時
〜
２
時
30
分　

▼
手
数
料
＝
１
人

当
た
り
１
，１
０
０
円
（
当
日
持
参
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

事
前
に
筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課
（
TEL
　

24

　

３
９
１
１
）
ま
で
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
善
意
銀
行
】　

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

川
島
地
区
女
性
会
様　

１
５
，３
４
５
円
／

ゆ
う
き
動
物
病
院
様　

５
，０
０
０
円
／
田

中
忍
様
（
末
広
町
）　

６
０
，０
０
０
円
／
生

き
が
い
講
座
・
民
謡
講
座
生
様　

５
１
８
円

／
竹
島
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
様　

タ
オ
ル
39
本
、
石
け
ん
36
個
／
吉
野
交
通
㈲

川
島
親
子
ク
ラ
ブ『
小
さ
な
部
屋
』

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

ポ
リ
オ
任
意
予
防
接
種

献
血
に
ご
協
力
を



サンシュウ（ミズキ科）早春の山や公園、庭園を彩
ります。この時期、周りに花が少ないので目立ちます。

　

関
城
中
学
校
の
卒
業
式
を
取
材
し

ま
し
た
。
∞
が
中
学
校
を
卒
業
し
た

の
は
20
年
以
上
昔
の
で
き
ご
と
、
ず

い
ぶ
ん
年
を
と
っ
た
も
の
だ
実
感
し

な
が
ら
も
関
城
中
へ
。
式
典
は
進
行

し
て
、
い
よ
い
よ
最
後
の
式
歌
斉
唱

で
す
。「
仰
げ
ば
尊
し
…
」
と
歌
う

卒
業
生
の
目
に
光
る
涙
。
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
越
し
に
そ
の
光
景
を
見
て
い
る

う
ち
に
、
そ
の
純
粋
さ
に
心
を
打
た

れ
、
こ
ち
ら
ま
で
も
ら
い
泣
き
し
そ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
∞
）

編

集

後

記

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
取
材
に
同

行
。
注
意
事
項
と
準
備
体
操
が
あ
り
、

い
よ
い
よ
コ
ー
ス
へ
。
水
戸
市
や
牛

久
市
、
さ
ら
に
は
県
外
の
宇
都
宮
市

か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
熱
の
高
ま
り
と
健
康
へ
の
関
心
が

あ
る
こ
と
に
驚
く
。
歩
く
ス
ピ
ー
ド

が
思
っ
た
よ
り
速
く
、
参
加
者
の
中

に
は
年
配
の
人
も
多
か
っ
た
が
、
そ

の
健
脚
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
。

日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
一
日
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
（
も
）

人口＝男 55,565 人　女 56,668 人　計 112,233 人　世帯数＝ 34,602 世帯（平成 18 年 3月１日現在・常住人口）
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